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遠距離にいる教育実習生への事前事後指導の実際
大 矢 一 人（藤女子大学 文学部 文化総合学科）
本論文は、本学より離れた地域に在住し、科目等履修生として実家近くの札幌市内の高等
学校へ教育実習に行く卒業生（Sとする）に対して、教育実習の事前事後指導をどのように
行ったのかを具体的に分析するものである。それらは、以下の⚓点にまとめられる。
第一に、Sへの指導は、メールのやりとりが 51 件、指導案の添削が⚖件、録画送付にコメ
ントを行ったものが⚕件、目の前での模擬授業指導が⚑件というものであった。またそれ以
外に教務課との事務的なやりとりなどを郵送によって行った。第二に、これらの指導につい
て筆者は、事前事後指導に関する実務的および実際的な内容について、一定程度の成果があっ
たと判断した。もちろんプリントなどを読んでいれば分かると考えていたことについても
メールでの問い合わせがあるなど若干の課題はあるが、直接指導できない中である程度の指
導はできた、と判断した。教育実習校側の評価も高かったからである。しかし、第三に Sは、
いくつかの問題点を提示した。それは、スカイプなどを使用したリアルタイムでの指導、家
庭科に関する内容によるさらに深い指導（筆者の専門が教育学であることの問題）、そして他
の実習生の模擬授業を見学するなどの⽛仲間⽜との学習である。
以上、実務的な指導はともかく、実際的な指導については直接会って指導をする大事さが
明らかになった。それでも遠距離での指導が必要な場合には、リアルタイムでの指導や、よ
り専門性の高い⽛仲間⽜との学習を少しでも取り入れることが大事であることが判明した。
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はじめに
本論は、本学より離れた地域に在住し、科目等履修
生として実家近くの札幌市内の高校へ教育実習に行く
Sに対して、事前事後指導をどのように行ったかを、
具体的に報告するものである。教育実習までの事務的
な内容まで含んで実践報告するのは、そのような報告
があまりなく、具体的な指導をよりリアルに報告する
ことに意味があると考えたからである1)～3)。
⽛教育実習事前事後指導⽜は、平成元年の教育職員免
許法改正4) によって、⚑単位として単位化された。そ
れより以前から教育実習へ行く学生に対して事前指導
を行う大学は数多くあったと思われるが、文部科学省
があえて単位化したのには、学生に対して十分な準備
を行った上で教育実習に向かわせたいという意図が
あったからと思われる。
本学ではその時点から、教育実習事前事後指導とし
て、⽛教育実習Ⅰa・b⽜を⚓年前後期に配置しており
（のちに、⚓年後期・⚔年前期へ脚注1)）、その単位数は
各 30 時間である。すなわち、⚑単位＝15 時間ですむ
ところをその⚔倍で配置し、充実した事前事後指導を
行っているわけである。
しかし Sの場合は、この⽛講義⽜としての教育実習
事前事後指導を受けずに教育実習に行くことになっ
た。詳細は以下に述べることになるが、Sは、すでに
高校学校免許を本学で取得して卒業し、今回、中学校
免許を取得するために教育実習に行くことになった者
であり、現在、本学から遠距離の京都市に住んでい
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⚑）⚔年後期に配置されるべきとされる⽛教職実践演習⽜が設置されたときに学年配当を変更し、⚓年後期から⚔年後期まで
に連続性をもたせるようにした。
る。よって、毎週⽛教育実習Ⅰa・b⽜を履修すること
は実質不可能である。また Sは、高校免許取得のため
に在学中にすでに⽛教育実習Ⅰa・b⽜を履修しており、
中学校免許取得のためにもう一度履修する必要はな
い。
しかし教育実習に行く前にその準備として事前事後
指導を受けておくことは大切である。そのため、単位
としてではなく、実質的な準備として、教育実習の事
前事後指導を行うことになった。
本論では、まず⽛⚑⽜において、Sが中学校免許を取
得しようと考えた背景から、実習校確保までの流れを
確認する。そのうえで、⽛⚒⽜において、具体的な教育
実習事前指導の内容を報告する。その指導方法はおも
にインターネットを用いるというものである。⽛⚓⽜
において、教育実習の実際をおさえるとともに、実習
中の指導、さらに事後の指導を報告する。
⚑．教育実習を行うことになった経緯と実習
校確保、事務的な流れ
⑴ 実習生 Sの実習志望動機
Sは、2001 年度に人間生活学部人間生活学科に入学
し、2005 年⚓月に卒業したが、翌年科目等履修生とし
て母校の札幌市立の高等学校で実習を行い、高等学校
第一種免許状（家庭）を取得した者である。その後教
員には就かずに過ごし、現在は夫と子ども⚑人ととも
に、京都市に在住している。
Sが筆者に連絡をしてきたのは、2015 年 10 月 16 日
である。すでに人間生活学部の事務局には連絡を入れ
ていたようで、筆者の方へ事務局から連絡があり、筆
者は、今回なぜ中学校免許を取得したいと考えるよう
になったのか、実習校をどのように確保するつもりか
などを問い合わせた。S は、⽛なぜ免許科目を追加し
たいと思ったかという点⽜について次のような理由を
あげた。
・教育実習に行ってから全く関係のない仕事に就
いてきたものの、なかなか教員の仕事に対する
気持ちに諦めがついていないこと。
・京都で生活を始めて⚖年経つが、その間にやっ
と自分自身に少し自信を取り戻したこと。
・来年までに高校の教員免許の更新手続きが必要
であるが、京都で高校の教科のみ教える講師で
もと思っても求人自体がほとんどない。中学で
あれば京都市の採用試験も 50 歳までで年間何
人かの求人はある。私立も講師の募集はある
が、中高一貫が多いため、中学の免許がないと
難しい。大阪や滋賀も通勤圏内の場所はある
が、公立であれば高校の採用はほとんどなく、
中学のほうが採用枠は広く、私立は京都同様中
高一貫が多いため、中高両方の免許が必要であ
ること。
・それで、来年までに高校の免許の更新講習を受
けるよりも、教育実習に行って中学の免許を新
たに取得して、高校の免許も一緒に手続きする
ほうがいいのではということになり、元々中学
の免許も取るつもりで大学に通っていたので、
介護等体験、体育の授業は受けていたこと。
Sは⽛夫ならびに両親に相談し、子どものこと、経
済的なことと、実習期間に家をあけることなどをよく
話し合い、周りは行ってきたらいいと背中を押してく
れたもののなかなかふんぎりがつかず⽜にいたという。
しかしこの度、⽛高校生の時と教育実習の時にお世
話になった先生⽜が、たまたま京都にこられて⽛色々
話をして、今だったら何とかなるだろうから行ってき
たらと背中を押していただいて、やはり教育実習を受
けて中学の免許を取得し、教科のみの講師でもいいか
ら仕事としてできたら⽜と思ったということであった。
さらに、実習校についても⽛その先生は札幌に帰り、
週末に現在○○高校（Sの母校）で家庭科を教えてい
らっしゃる先生にお会いする機会があるかもしれない
から、実習の件は伝えてくださるということ、本来は
春に来年の教育実習のお願いの連絡をして、教育実習
に行くという流れだが、もしかしたらまだ 10 月なの
で、お願い次第で来年に実習受け入れ可能かもしれな
いから、一度週明けに○○高校に実習のお願いの連絡
を入れてみたら、とおっしゃってくださった⽜という
ことであった。
⑵ 実習年度の確定
筆者はすぐに返信をした。以下のような内容であ
る。
メール拝受しました。事情がわかりました。実
習校が確保できるというのであれば、事前事後指
導は個別に行うということで、本学の科目等履修
生として実習にいくことを許可します。以下に事
務的なことを含めて、今後のことを記します。
①内諾
来年度に実習を行う場合、早急に内諾書をもら
う必要があります。そのため、もし実習が来年度
の実習が可能であるならば、一度内諾書をもって
実習校にあいさつに行く必要があります。内諾書
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は郵送もできますが、できれば書き方などを説明
したいので、実習校に伺う前に一度大学に来て、
北 16 条キャンパス教務課教育実習担当のKさん
からもらって下さい。私が会える時間であれば、
私も会います。もし、内諾のあいさつに来なくて
もよいと言われても、内諾書は必ず実習校に送る
ことになります。もし、再来年度の実習になった
場合には、再来年度用の内諾書は 2016 年⚒月に
学生に配布する予定です。
②科目等履修生申し込み
来年度に実習を行う場合、⽛教育実習Ⅲ⽜の科目
を履修する申し込みを所定の時期にする必要があ
ります。2016 年⚓月だと思いますので、①に関し
て K さんに連絡をする場合に、そのことも聞い
て下さい。また、科目等履修生としての費用以外
に⽛教育実習費⽜も必要となります。
③事前指導
もし来年度に実習に行くのであれば、○○高校
の実習は⚕月だと思われますので、時間がありま
せん。教科書（○○高校用）と⽝高等学校学習指
導要領解説 家庭科編⽞5)、そして⽝評価規準の作
成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【高
等学校 共通教科⽛家庭⽜】⽞6) を購入して下さい。
教科書以外はHPでも見ることができますが、購
入した方がよいでしょう。
④指導案作成
上記のものをふまえて、家庭科のどの部分でも
よいので、一つの単元の⽛単元計画⽜とそのうち
の一時間分の指導案を作成して下さい。今の新し
い指導案様式では、今の時点では無理だと思いま
すので、昔の形でよいです。様式などを私が送っ
てもよいのですが、実家にあるもので確認するな
り、HP などで調べてみてください。それが勉強
になると思います。
とりあえず、以上です。
まずは⽛一度週明けに、○○高校に実習のお願
いの連絡を入れてみ⽜るという活動をしてくださ
い。恩師の先生もおっしゃっているとおり、通常
であれば来年度のお願いには遅い時期ですので、
丁寧な対応が必要です。
実習を来年度か再来年度かのどちらで行うのか
を決めることがまず大事です。その対応は、そち
らでお願いします。
大学側および筆者がこの時点で重視していたのは、
実習校確保と実習年度の確定であった。本学の場合、
実習校確保はまずは実習生の自己開拓により行ってい
る。実質的には母校へのお願いである。しかし S の
場合、すでに 2005 年度に一度実習を行っており、再度
の実習を行うことが可能なのかが問題であった。恩師
の示唆もあり、母校での実習が可能となったことは S
にとって、非常によかった。一方で実習年度について
は、Sは準備期間が必要なため、再来年がよいと考え
ていたそうで、大学側でもブランクのある中、準備を
どれだけすることが可能かと考えていた。そして S
からは、10 月 18 日に実習校への連絡についてのメー
ルが入った。次のようなものである。
早速ですが、母校の○○高校に連絡を入れたと
ころ、来年度の教育実習の受付は⚗月末で終了し
ていること、来年度の受付人数が 10 名を超えて
おり、追加で受け付けるのは難しいということで、
来年申し込み、再来年の実習となりそうです。
教科書については来年度の使用が決定している
ものを聞いておきましたので、それをO先生（筆
者のこと…筆者注）が教えてくださった他の必要
な学習指導要領などと一緒に入手しておきます。
指導案については、教科書などが届いて、熟読し
てから作成していきたいと思います。
再来年で少し時間があるので正直なところ少し
助かっていますが、間がある分、できるだけの準
備はしておきたいので、ご迷惑もお手数もおかけ
しますが、ご指導いただけたらと思います。どう
ぞよろしくお願い致します。
筆者は、事前指導としての準備について（たとえば
11 月までに、単元計画とそのうちの一時間分の指導案
を作成する）の提案と、事務的な⽛来年申し込み、再
来年の実習⽜のための準備（⚒月中旬までに内諾書が
完成し、それをそちらに郵送すること）の連絡をし、
Sからは、翌日の 19 日に⽛了解⽜のメールが入った。
⑶ 事務的手続きの流れ（実習内諾書の送付および実
習調査書の作成など）
指導案作成などの事前指導については、⽛⚒⽜で述べ
ることとし、ここでは、その後の事務的作業について
の流れを述べる。
まず本学の教育実習担当である K さんと S は、
2015 年度内に連絡を行い、①2017 年度に実習を行う
こと、②科目等履修生申し込みの方法、③その後のこ
と、などを話し合った。①②に関して Sはすでに高校
免許取得のため、本学の⽛教育実習Ⅰa・b⽜（各⚑単
位）と⽛教育実習Ⅱ⽜（⚒単位）を修得済みである。そ
のため、⽛教育実習Ⅲ⽜（⚒単位）を履修することとし
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た。また、科目等履修の申し込みは、本来ならば家庭
科免許に関する事項であるので人間生活学部で受け付
けをするのであるが、今回の場合は、筆者が文学部に
所属していて個別指導をするため、文学部での受け付
けとした。③については、2017 年度用の教育実習内諾
書ができ次第、S宛に⽛教育実習内諾の方法⽜という
文書とともに送付することとした。
⚔月⚑日は○○高校の実習内諾受付日であり、Sは
実習内諾のために電話をした。担当者（教務担当の先
生）が今年度からの新しい先生だったため、まだ十分
に手続き内容を把握しておらず、後日電話連絡くれる
ということになった。⚔月 15 日に、○○高校から S
に連絡が入った。週明けに⽛教育実習申し込み書⽜を
添付してメールを送るので、⽛申し込み書⽜をメールに
て返信し、その後、内諾書を郵送するということになっ
た。なお、実習時期はおそらくGW明けになるという
ことであった。その後、⚔月末までに申込書をメール
に添付という形で送付した。⚗月末まで受け付けを
し、⚘月から内諾書の送付という流れである。実習を
受け持ってくださる予定の○○高校の家庭科の K 先
生とも、一度電話で話をした。
⚘月中旬、大学に○○高校から連絡が入った。教務
課の K さんによれば、教育実習内諾書を S の自宅に
送ったということであった。K さんは S に電話連絡
をし、内諾書が自宅に届き次第、コピーを大学に送付
するように指示した。またこの時期、Sが卒業後に新
たに履修する必要ができた⽛教職実践演習⽜という科
目について、Sが履修する必要があるかどうかを確認
した。教務課の調べで、Sは在学中に⽛総合演習⽜を
修得済みであり、履修は必要なしということが明らか
となった脚注2)。12 月下旬に教務課のKさんは、Sに以
下のような教育実習関係の書類を送付した。
あ）⽝教育実習日誌⽞7) い）⽝教育実習の手引
き⽞8) う）⽛教育実習日誌の書き方⽜ え）教育実
習生調査書（本物、A 3)脚注3) お）教育実習生調
査の記入の仕方 か）教育実習生の調査書下書き
（B 4） き）⽛住まいの危険をみつけよう！⽜（小学
生向け新聞記事←筆者提供）
教育実習生調査書関係が中心である。まず、お）を
みながらか）の下書きを作成し、筆者までメール（PDF
提出）でチェックを受ける、そのうえでお）の本物に
記入し、シャチハタ以外の印鑑を氏名の横に押して、
2017 年⚒月下旬ごろまでに教務課に提出するという
指示であった。なお、あ）い）は学術図書出版発行で、
道内私立大学の多くで使用されているものである3)。
う）は、⚔年生対象の⚔月の通常の教育実習事前指導
の講義でも使用している。
調査書については、⚒月 15 日に電話連絡をして、訂
正内容を説明した。PDF ファイルで朱をいれたもの
を送ったが、説明不足になると考えたからである。電
話連絡をするための確認はメールによって行った（⚒
月⚘日、14 日）。
⑷ 実習校訪問
⚓月下旬、Sは実習校訪問と、下記にみる筆者の前
での模擬授業を行うため、北海道に来た。というのは、
⚑月に実習校へ連絡をしたところ⽛実習生は春休み中
に実習担当する授業の相談に学校に伺う方が多い⽜と
いうことを聞いたからである。また、このときに実習
時期は⚕月⚘日からの二週間、オリエンテーションは
⚕月⚒日、実習時の指導内容はおおよそ、保育の単元
の可能性が高いことが判明した。Sは筆者に、①高校
に連絡しなければいけないこと、②高校に実習期間、
オリエンテーションを除いて訪問すべきことや時期、
などについて質問をした。⚑月 18 日付けのメールで
の筆者の回答は以下の通りである。
①については、調査書を実習校に⚔月⚑日に送
ります。あとは、あなたがもし⚓月 27 日に実習
校の先生と会うのであれば、その時に指示がある
と思います。
②については⽛訪問すべきこと⽜という意味が
よくわかりません。まず、○○高校は春休みに伺
うのが普通ということですが、その他の実習校が
そうではありません。各学校によります。訪問し
た際にお聞きすることはいろいろとありますが、
春休みのほうは、あくまで授業内容についてだと
思いますので、伺って話を聞いて下さい。
⚕月⚒日のオリエンテーションは、おそらくプ
リントが用意されていて、いろいろと事務的なこ
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⚒）⽛教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令（平成 20 年文部科学省令第 34 号）⽜（平成 20 年 11 月 12 日）の付則第⚓
条に、⽛平成 25 年⚓月 31 日までに、旧規則第⚖条の表第⚕欄、第 10 条の表第⚕欄又は第 10 条の⚔の表第⚕欄に規定する
総合演習の単位を修得した者は、教職実践演習の単位を修得することを要しないこと（ただし、平成 22 年度以降の新入生
は除く。）。⽜とある。
⚓）なお、調査書には評価表が付いており、2017 年度より⚔段階評価から⚕段階評価へと評価方法が変更となった。⚑月 16
日付けのKさんからのメールで、新しい調査書を送付することとなった。
とが話されます。もし、過去の実習日誌をお持ち
でしたら、それを読み直すとよいでしょう。日誌
の書き方や訪問の際に聞いた方がよいことについ
ては、プリントがありますので、26 日にお渡しし
ます。それよりも前のほうが良ければ、おっ
しゃって下さい。
S のメールによれば、⚓月 27 日に行われた実際の
学校訪問は以下のようなものであった。
高校に訪問して質問してきたことは以下の通り
です。
・学校要覧について
実習初日のオリエンテーションにいただけるそ
うです。実習日誌の学校環境は初日に記入するの
で大丈夫なのでしょうか。それとも、インター
ネットなどで調べて事前記入の方が良いでしょう
か。
・指導案の様式について
実習日誌の様式そのままで良いそうです。○○
高校独自の様式はないそうです。
・具体的な内容
⚑年生対象の保育の内容で⚔～⚕時間分の授業
を考えてくること。そのうち⚑時間は研究授業
（⚓時間目くらいのところ）となる。また⚓年生
対象の調理実習の内容を⚒つ考えてくること。
私が実習に入る前は、家族に関するところで、
民法などの部分とのことでした。調理実習は⚒日
に分けて（連続した⚒日）、⚑時間は説明や下処理、
⚒時間目は調理、試食、片付けと実施することに
なりそうだということでした。
実習期間が⚒週間しかないので（しかも予定表
を見せていただいたところ、15 日は開校記念日で
休み、二週目から高体連のためもしかしたら午前
とか短縮授業の可能性が高いとのこと）、実習の
⚒、⚓日目くらいから授業をやるようにとのこと
でした。保育に関して、実習生としては私自身が
おそらく特殊だと思うので、少しは実体験をもと
に話もできるかなと考えていたのですが、家庭環
境が複雑な生徒も少なくないこと、先生の中でも
さまざまな治療をされている方もいる（予想はし
ていましたが、現実としておられるということで、
デリケートな部分の話でもある）ため、どう授業
を展開していったら良いかなと悩んで帰ってきま
した。生徒には、今後家庭を持ち、子どもを育て
ることに希望を持つような、将来を楽しみにでき
るような考えに至る授業にしたいのですが。
調理実習の方も、去年は選択した生徒が 17 名
程度だったところ、今年は 42 名と多いとのこと
で、バタバタするかもという話でした。
また、担当教諭からは、自由に、やりたいよう
にやってみてと言われたのですが、余計私として
は心配になって帰ってきました。過去の実習生の
話も聞けたのですが、指導案ももう少しこうした
ら？ という話はあまりないのかもと思いまし
た。実習中は大いに失敗してくださいという意味
なのでしょうが、年齢のせいか、大きな失敗は怖
いですね。まずは、指導案作りを頑張ります。
筆者が予想したとおり、実習の内容についてある程
度深い話となっている。実習まであと⚑か月の時点
で、しっかりと準備をしてきてもらいたいという指導
教諭の考えが見えるようである。
また、実習日誌の書き方について Sが筆者に質問を
してきた。⽛黒のボールペンで清書をするのか、シャー
プペンなど消せるもので記入してよいのか⽜という点
である。筆者は⚓月 30 日に以下のようなメールを
送った。
実習日誌は、原則、ボールペンで記します。下
書きをして⽛清書する⽜時間はないと思います。
⽛観察の記録⽜も含めて直接書ける練習が大切で
す。ただし、指導案については⽛書き直せ⽜と言
われる場合があるので、実習校の先生の許可がお
りれば、鉛筆書きとなります。
さらに、⚓月末に⽛教育実習をするにあたり⽜とい
う題目の作文を作成するようにとの指示が実習校側か
らあった。Sは⚔月 29 日に、⽛だ、である⽜調、もしく
は⽛です、ます⽜調のどちらで書けばよいのかという
質問をしてきたので、筆者は前者である旨のメールを
翌日の⚔月 30 日に送った。
話は前後するが、科目等履修生申し込みの書類は、
S のところへ⚓月 15 日に届き、21 日までに返送され
た。お金については、北海道に来たときに、筆者が科
目等履修生受講料と教育実習費を受け取り、それを大
学側に渡した。
さらに、⚓月末には、大学側による実習校訪問の教
員をお願いするため、Sのゼミ担当であった I 先生に
メールでお願いをした。I 先生は快くお引き受け下
さった。
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⚒．事前事後指導の実際
⑴ 指導の概要
以上の教育実習内諾や調査書送付・学校訪問などの
事務的な活動をふまえて、具体的な事前事後指導の実
際を見てみたい。指導の多くはメールによるやりとり
であり、さらに模擬授業も、指導案と授業を録画した
ものを私が見て、コメントをメールで送るという形で
あり、実際に目の前で行ったのは一度きりであった。
表⚑は、メールなどのやりとりをまとめたものであ
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表 1 事前指導のメールなどのやりとり
年月日 Sからのメール 筆者からのメール
2015,11,29 指導案（①子どもの食事）送付
11,29 指導案①についての質問
12,12 指導案①についてのコメントと質問
12,15 指導案①についての質問への回答
12,20 指導案①の修正とDVDの送付
12,24 指導案①のコメントの確認
2016, 2, 1 指導案①に基づく模擬授業DVDの送付
2,10 USB 及びお菓子の到着
2,13 指導案①による模擬授業へのコメント
2,13 指導案①のコメントへのリプライ
3, 5 指導案②（被服の組成表示）送付
4, 1 指導案②の拝受
4,12 指導案②ならびに指導案②による模擬授業へのコメ
ント
4,16 指導案②のコメントへリプライ
4,19 指導案②のリプライへの返答
4,30 指導案②の修正版送付
5, 5 指導案②修正版へのコメント
5,13 指導案②修正版へのコメントのリプライ
5,13 リプライ拝受
8,22 PC の破損と⚒種の指導案送付のお願い
8,23 指導案送付延期の了解
8,29 指導案送付期限の設定
8,30 指導案送付期限の確認
11,13 指導案③（職業生活を設計する）及び指導案④（安全
で快適な住生活）の送付
11,14 指導案拝受と腰痛
11,14 腰痛への気遣いと動画の件
11,14 動画の件
11,20 指導案③動画の不調と指導案④による指導案・模擬
授業へのコメント
11,27 指導案③の動画の再送付と目の病気
11,27 動画の拝受
11,27 指導案③の動画の再送付（その⚒）
12,13 ダウンロードの状況
12,14 指導案③の動画の再送付（その⚓）と来札
12,14 札幌での模擬授業
12,14 指導案③の模擬授業実施
来学の方法
12,14 事務的手続き
12,24 帰省とお子さんの加減
12,25 帰省
12,27 インフルエンザと動画
2017, 1,15 指導案③の動画の再送付（その⚔）と指導案④のコメ
ントへのリプライ
1,16 指導案④及び指導案④による模擬授業へのコメント
1,16 添付し忘れ
1,18 指導案④へのさらなるコメント
1,20 指導案③についての追加コメント
2, 5 指導案③の模擬授業へのコメントのリプライ及び実
習生調査書について
2, 7 ⚓月 26 日の模擬授業の実施について
3,16 指導案⑤（誰と食べる？ どう食べる？）の送付予定
3,20 指導案⑤（誰と食べる？ どう食べる？）の送付
3,22 指導案⑤の拝受
3,22 指導案⑤（誰と食べる？ どう食べる？）の再送付
3,23 模擬授業の確認
3,24 来学の方法
3,26 指導案⑥（子どもの育つ力を考える）による実際の模
擬授業
る。上述したように、2015 年 10 月に実習申し込みの
メールが届き、第一弾の指導案作成を 11 月下旬まで
に依頼した。そこから、目の前での模擬授業を行った
⚓月 26 日までのメールなどを掲げている。メール数
は 51 件であり、指導案および模擬授業についての指
導は、動画によるものが⚕回、目の前で行わせたもの
が⚑回（2017 年⚓月）となっている。動画については、
最初はDVDを郵送してもらっていたが、その後は動
画ソフトをメールで送る形にした。
Sは事前指導中に北海道に二度来たが、一度目（2016
年 12 月）は子どもの具合が悪くなり、急遽実家に戻っ
たため、筆者とは会うことはできなかった。筆者の腰
痛や Sの目の病気、さらに PCの破損といった不意の
出来事で、指導が滞ったこともあった。
⑵ 最初の指導案の内容と模擬授業の様子
それでは、具体的な指導の実際をみてみる。最初に
指導案がメールで送られてきたのは、2015 年 11 月 29
日であった（資料⚑）。
この指導案は久しぶりに書いたものにしては、ある
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資料⚑ 最初の指導案
第○学年家庭科学習指導案
指導者 ○○ ○○
指導教論 ○○○○
⚑．日時 平成 年 月 日（ 曜）第 校時（ ： ～ ： ）
⚒．学年・組 第 学年 組 計 名
⚓．場所 第 学年 組 教室
⚔．単元名 子どもと共に育つ
⚕．単元の目標
子どもの発達と生活、子どもの福祉などについて関心をもち、家族の役割と保育の重要性や社会の果たす役割について認識する
とともに、子どもを取り巻く環境や子育てにおける課題について考え、子どもを生み育てることの意義や子どもと関わる重要性に
ついて考える。
⚖．単元について
①教材観
普段乳幼児と接する機会の少ない生徒たちに、子どもの心身の発達について生徒自身の乳幼児期をふりかえりながら理解し、新
生児人形を使ったお世話を体験することで、保育の重要性を考えることができるようになることをねらいとしている。また、子ど
もが生まれてからの衣食住に関する内容を、子どもの発達段階に応じて適切に選択する力をつけるようになること、乳幼児の目線
に立って、安全な生活環境をどう構築すべきかを考え、生徒自身の親や周囲の人の話をふまえて生徒自身も周りの人に育ててもらっ
た時期があり、生徒自身もまた保育を担う一人であることを自覚し、現代の保育環境の問題点を考えながら、子どもを生み育てるこ
との意義を考えることをねらいとしている。
②生徒観
生徒の中には、将来保育に関する仕事に就きたいなど、保育に関心のある生徒もいるが、多数は保育に関して漠然としたイメージ
しか持っていないと考えられる。そこで、生徒自身の乳幼児期をふりかえることで保育を身近なものに感じることができたらと考
える。また、座学だけでなく、実習を取り入れることにより、より保育に関して具体的な考えを持てるようになると考えられる。
現代は様々な生活環境ゆえに出生率も低いが、子どもを育てることは、親や周りの人も育つことのできる機会であり、生徒自身も
親や周りの人と共に育ってきたことを考える機会になればと思う。
③指導観
第一次では、事前にプリントを配布し、生徒自身の乳幼児期の成長の記録を、母子手帳から記入させておく。記入できなかった生
徒については、教員の持参資料から記入する。また、この一年の生徒の心身の発達も記入する。乳幼児の言葉の発達や行動の発達
に関するVTRを見せ、発達段階に応じたおもちゃを選択し、気づいたことを発表させ、乳幼児期の心身の著しい発達を理解させる。
第二次では、新生児人形を使用して、グループに分かれておむつ替え、沐浴、素手での抱っこ、抱っこひもでの抱っこを体験し、
新生児の世話に関する注意点を理解し、子どもを育てるイメージを抱かせる。
第三次では、子どもにまつわる衣食住や安全対策、親になるとはどういうことかを考えさせる。乳幼児期の発達段階に応じた食
事の内容を理解させ、乳幼児期の間食の意義も理解させる。また、実際に市販のベビーフードを試食させ、感じた事を発表させ、発
達段階に応じた食事内容を適切に選択できるようにする。乳幼児期の被服環境については、乳幼児の実際の衣服を見せて、子ども
の衣服と大人の衣服の違いを理解させ、乳幼児期の被服選びで大切な事について考えさせる。さらに、子どもの健康に配慮する点
や子どもの安全のために日常生活で注意すべき点について、子どもの目線に立って考えられるようにする。そのうえで、子育てを
経験してきた生徒の親や教員を含む身近な人から、子育てを経験して感じたことについて聞き取りし、子どもを育てる意義を理解
させる。
第四次では、現代の子育て環境と昔の子育て環境のさまざまな違いについて考えさせ、子どもにはどのような権利があり、どのよ
うな支援や制度の形があるかを理解させる。そのうえで、理想の保育環境とはどんな保育環境か考えさせる。
⚗．指導計画（全⚗時間）
第一次 子どもの育つ力を知る・・⚒時間
第二次 子どもとのふれ合いから学ぶ・・・⚑時間
第三次 親として共に育つ・・・⚕時間
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・⚑時 子どもの食事・・・⚑時間（本時）
・⚒時 子どもの被服・健康・安全・・・⚒時間
・⚓時 親として育つ・・・⚒時間
第四次 これからの保育環境・・・⚑時間
⚘．本時の目標
①本時の目標
・新生児から幼児までの間の食生活に関心をもつ。（関心・意欲・態度）
・発達段階に応じた食事の内容を理解する。（知識・理解）
・乳幼児期の食事の重要性を理解する。（知識・理解）
・乳幼児に適切な食事内容を考えることができる。（思考力・判断力）
②本時の展開
④板書計画
○主なる指示・発問 ■評価
区分 学習活動と内容
(予想される児童の反応)
指導上の留意点・支援・評価
(教師の活動)
準備物・資
料等
導
入
⚓
分
⚑．前時の学習の復習
・新生児の世話についての復習。
○⽛前回までは新生児の世話について学習しました。
世話をするという観点から、乳幼児の生活を知るこ
とができました。⽜
展
開
44分
⚒．本時の課題の理解
・本時の課題を知る。
⚓．乳児期の食事について学習しよう
・乳児期の食事である母乳のメリットとデメ
リットを知り、粉ミルクの役割を知る。
・混合栄養という方法を知る。
・授乳時のスキンシップの重要性を理解する。
⚔．離乳食について知ろう
・グループにわかれて離乳食（ア～エ）を試食
し、感じた事を記入し、発表する。
・発達に応じた離乳食の特徴を知る。
・試食した離乳食（ア～エ）がそれぞれどの時
期に合うか確認する。
⚕．幼児食とは
・幼児食の特徴を知り、離乳食との形状の違
いを理解し、幼児の食事に対する意欲を引
き出す食事の重要性を理解する。
⚖．間食の役割と注意点
・幼児期の間食は楽しむ意味だけでなく、栄
養を補う役割があるが、与える際に注意す
べき点についても理解する。
○⽛今回は乳幼児期の食生活について学習します。⽜
○⽛スーパーやドラッグストア等で乳幼児期の食事を
販売しています。⽜
・乳幼児期の食事はどのようなものが市販されて
いるか確認する。
■乳幼児期の食事はどんなものがあるか考えよう
としているか
○⽛乳児期の食事には母乳と粉ミルクがあります。そ
れぞれの特徴と役割を学習しましょう。⽜
○⽛離乳食をいくつか試食して、それぞれどのような
見た目、味、食感であるか感じた事を発表してもら
います。⽜
・どの発達段階に適応した離乳食か予想し、離乳
食の特徴を学習してから、どれが適切であった
か確認する。
○⽛幼児食の特徴を知りましょう。⽜
・幼児食からは食事に食べる楽しみも付加される
ことに気づかせる。
○⽛幼児期の間食について考えましょう。⽜
・間食として適切なものの選択と、だらだら食べ
による虫歯のリスク、夕飯との兼ね合いも考え
させる。
粉ミルク
ベビーフード
プリント
ベビーフード
試食皿
スプーン
ま
と
め
⚓
分
⚗．まとめ
・乳幼児期の食事について理解する。
・次時の連絡を聞く。
■発達段階に応じた食事内容を理解しているか
・次時の連絡をする。
乳幼児期の食生活を学習しよう
乳幼児期の発達段階に応じた食生活を理解する
③評価（の観点と方法）
・乳幼児期の発達段階に応じた食事について理解できたか。
・乳幼児の食事での注意点が理解できたか。
・乳幼児の発達段階に応じた適切な食事を考えることができるか。
乳幼児期の食生活
⚑．乳児期の食事（母乳と粉ミルク）
＊母乳のメリットとデメリットを考えよう
・消化吸収がよい。免疫物質を含んでいるので病気になり
にくい。・与える手間が楽
・出産後の母体の回復を早める
程度しっかりとしているものだった。筆者は S への
質問とコメントを 12 月上旬までに送り、その質問へ
の回答などが 12 月 15 日に届いた。コメントと質問、
そしてその回答をあわせて、以下に掲げる。
⚑．⽛第四次⽜の⽛次⽜は⽛時⽜のはずです。
→⽛時⽜のようです。修正しておきます。ちなみ
に、私が参考にした京都教育大の指導案には⽛次⽜
の記載があり、⽛時⽜で記載されている指導案とど
う違うのかよくわかりませんでした。
（筆者の現時点でのコメント）
⽛次⽜の中にさらに⽛時⽜があるので、この⽛次⽜
は中項目といったものであると思われる。そのた
め、以下に掲げた資料⚒については、⽛次⽜に訂正
してある。
⚒．離乳食はどれくらいの値段がするのでしょう
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・与えられる人が限定される
・母親の感染症や薬の使用、乳児の状態、母乳の分泌状態
などにより与えられない
＊粉ミルクの役割
・母乳のデメリットを補える
＊混合栄養（母乳と粉ミルクの併用）という方法もある。
＊授乳時のスキンシップを大切にする
⚒．離乳食について知ろう
離乳食で栄養を確保する
かむ事を覚え、家庭の食生活に適応していく
＊離乳食の開始時期と内容
・生後⚕～⚖ヶ月頃 ⚑日⚑回⚑さじずつ
滑らかにすりつぶした状態
・⚗～⚘ヶ月頃 ⚑日⚒回食
いろいろな味や舌触りを楽しめるように食品の種類を増
やしていく
・⚙～11ヶ月頃
食事のリズムを大切に。⚑日⚓回食に進めていく
家族で楽しい食卓体験を・歯茎でつぶせるかたさ
・12～18ヶ月頃
⚑日⚓回の食事のリズムを大切に
自分で食べる楽しみを手づかみ食べから始める
歯茎でかめるかたさ
⚓．幼児食とは
・かたさや大きさに配慮して調理された食べ物
・直接手で食べられるもの
・歯ごたえのあるもの
・自分で食べる意欲やかむ機能を高める
・偏食にならないようバランス良く調理
・嗜好や味覚を豊かに育てるような味付け
⚔．間食の役割と注意点
・間食により栄養を補う
・時間を決めて一定量を与える
・糖分、塩分、食品添加物のとり過ぎに注意する。
⑤準備物
教師：ワークシート、粉ミルク、市販のベビーフード、試食皿、スプーン
⑥配布資料
か。この授業で幾らのお金がかかるのですか。
→離乳食は⚑つの瓶で 80 円から 100 円程度で販
売していました。月齢 12ヶ月からのものになる
と、レトルトパウチの形で販売していました。生
徒をグループに分けたとして、おおよそ⚖グルー
プ、⚑つの瓶を例えば⚒グループ位で分けても十
分試食としては足りる量かと思います。月齢別で
⚔種類用意し（4×3×100＝1200 円）、試食皿とプ
ラスチックスプーン等で 500 円がかかり、総計で
1700 円程度はかかるかと思います。
⚓．試食する際に、単に⽛感想⽜を書かせるので
はなく、ポイント（視点）があるのがよい。本当
は、生徒がポイントを前時までにみずから設定で
きれば、なおよいのだが…。
→ベビーフードについての感じた事は、前回添付
したワークシートに、見た目、味、食感に視点を
おいて感じた事を生徒に書いてもらうようにして
います。指導案にその点が抜けていますので、書
き換えておきます。O 先生がおっしゃるように
生徒自らポイントを考えるというのはいいです
ね。その場合はこちらも O 先生のおっしゃるよ
うに、前時に決めておくほうが時間としても効率
が良いので、前時に決めると良いかなと思います。
それで、前時はグループに分かれて新生児人形
でのお世話の授業なので、例えばグループごとに
視点を⚒つとか⚓つ決めて、グループごとでの視
点を本時に発表してもらうのがいいのかなと思っ
たのですが、どうでしょうか。その場合はグルー
プによって視点が違う場合があるので、他のグ
ループの視点も記入できるようにワークシートの
内容も変更します。
⚔．⽛指導上の留意点・支援・評価（教師の活動）⽜
の欄の■に書いてある評価については、うしろに
⚔つの観点のどれにあたるのか（たとえば、⽛知
識・理解⽜など）、さらにどうやって評価するのか
という方法（たとえば、⽛机間巡視による観察⽜な
ど）を書いた方がよいです。
→内容、理解しました。修正して再度提出します。
ちなみに、やはり本時の展開は、A4 一枚におさ
められるように記述してあるほうが望ましいです
よね。
⚕．Sさん曰く⽛単元計画は、⽝評価基準の作成、
評価方法等の工夫改善のための参考資料⽞に記載
されているような形で作ったほうがいいのかわか
らず、指導案にまとめて記載する形にとどめてし
まいましたが、必要であれば、⽝評価基準の作成、
評価方法等の工夫改善のための参考資料⽞に記載
されているような形式で書いてみます。⽜とのこ
と、書けるのであれば、頑張って下さい。
→一度、この単元（保育）で、⽝評価基準の作成、
評価方法等の工夫改善のための参考資料⽞に記載
してあるような単元計画で書いてみます。
そのうえで、この指導案にもとづいた授業を録画し
て⚑月末頃までに DVD などで送るように指示をし
た。最終的にはインターネットでファイルをダウン
ロードする形で⚒月⚑日に送ってもらった。Sは、⽛模
擬授業、今回は近くの会議室を借りて録画したのです
が、ホワイトボードが動いて、文字が書きにくかった
り、⚒回録画したのに⚒回目はバッテリーがなくなり、
途中までしか録画できませんでした。⚒回目のほうが
時間配分等うまくいったので、撮れていないと後から
気づいて悲しかったです。⚑人で録画したものの、前
に立つというのは緊張してしまい、動きが硬いなと思
いました。自宅ででもまたうまく録画できる方法な
ど、次のために模索していこうと思います。⽜という
メールをよこしている。
筆者はこの模擬授業についてのコメントを⚒月 13
日に送った。以下のようなものである。
〈全体〉
・落ち着いて、授業に臨んでいる。
・しゃべり方もゆっくりとしていて、よい。ただ
し、ビデオのせいか、声量が足りないし、もう
少し⽛はった声⽜を出したほうがよい。
・内容の流れはスムーズ。
・学生の参加度は、離乳食の実食があるので、こ
れぐらいかなとは思うが、そのようなおおがか
りなものではない、一対一の対応関係が必要で
ある（ただし、実際に生徒がいない中でやるの
は難しいが）。
・ホワイトボードを使用しているのでしょうがな
いのだが、板書構成には以下に見るように難が
ある。分量も多すぎるのでは？ と思う。よい
ところは、最後まで一番大事な⽛乳幼児の食生
活⽜を消さなかったところ。これが⽛本時の課
題⽜であるから本当は、⽛疑問形⽜にしたかった。
・また、マジック（本当はチョーク）の持ち方は、
鉛筆握りではなく、上からつかむようにもつの
が本来の持ち方である。
〈授業の流れにそって〉
・復習は、⽛～について学んだ⽜のあとに、⽛わかっ
たことは、△△である⽜とその学んだ内容の具
体的内容を指摘する必要がある。あなたの場合
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には、⽛世話について⽜何を学んだのかがみえな
い。というより、世話に⽛ついて⽜の⽛ついて⽜
とは何かがわからない。世話とは何かという
⽛概念⽜か、世話の⽛方法⽜（やり方）か、世話
の問題点か、⽛ついて⽜が本当に漠然としている
のである。
・そのうえで、⽛本時の課題⽜も⽛乳児の食生活に
ついて⽜の⽛ついて⽜をもっと具体的に示して
ほしい。もっといえば、課題は⽛疑問形⽜で提
示して、授業の最後に⽛その答え⽜がくるよう
にするべきである。
・課題の説明ときに本物をもってくる⽛実物教授⽜
はグッド。生徒に⽛知っていますか⽜と聞くの
もよい。本当なら、⽛どんなのを知っている⽜と
直接生徒の発言がほしい。
・本論にはいって、母乳のメリットについて、最
初にメリットをすべて板書してから説明するの
か？ 私なら、一つずつ板書して説明する。デ
メリットの場合も同様である。
・そのうえで、デメリットを次の⽛粉ミルク⽜と
つなげたかった。あなたは、⽛母乳のデメリッ
トを補える⽜とだけ板書していたが、本来は（黒
板が大きければ）、デメリットの横に、⽛デメリッ
トを克服するために…⽜と粉ミルクの特徴を書
いていく方が、生徒にとってはわかりやすい。
混合栄養についても、たとえば⽛よい点⽜を黄
色のチョークで丸をつけてみるとわかりやす
い。授業ではふれなかったが、粉ミルクの問題
点（高い、添加物・薬など）も、母乳のメリッ
トの対比で説明できる。
・もしここで⽛アクティブ・ラーニング⽜的な指
導をしようとするならば、たとえば母乳のメ
リット・デメリットを説明したうえで、⽛それで
は…⽜と生徒たちに⽛粉ミルクの特徴⽜を考え
させればよいことになる。ここで言いたいの
は、生徒に考えさせるには⽛データ⽜（考える素
材、基）が必要である、ということである。○
○高校ぐらいのレベルであれば、⽛考えろ⽜とい
えば、出てくるかもしれないが、私ならやはり
データを示して考えさせたい。
・スキンシップのところでは、もし自分の経験を
しゃべってもよいというのであれば、体験が一
番強いので自分の経験を話してもよい。いやな
らば、よいが…。私は当然、おっぱいをあげた
ことはないが、娘に粉ミルクの哺乳瓶であげた
ことは、今でもはっきりと鮮明に覚えている。
消毒に非常に気を使い、温度も本当にこれでよ
いのかと悩んだこと、そしてミルクをあげたあ
とにげっぷをさせるのが、はじめは本当に大変
であったことなどなど、経験者にしかわからな
いディテールがあるはずで、それがリアリティ
をもたらすのではないか。また⽛スキンシップ⽜
というのが乳児だけではなく、お母さんにとっ
ても大切なことだいうことは、話したほうがよ
いのではないか。
・本時の一番大事な⽛離乳食について知ろう⽜に
ついてであるが、まず、ここで最初に離乳食の
⽛意味⽜というか⽛役割⽜を最初におさたほうが
よかったのではないか。
・生徒に実食させたあと、その見た目、味、食感
を発表させ、板書する部分は非常に大切である。
なぜなら、生徒は離乳食の一部しか食べていな
いから、ほかの離乳食の特徴がわからないから
である。だからこそ、あなたがどれほど意識し
ていたかどうか不明であるが、板書したことを
しっかりとみんなの前でもう一度声に出して読
み、ひとつずつ確認することがとても大事にな
る。⽛共有化⽜ということである。
・これまた黒板の大きさによると思われるが、生
徒が食べた結果の表は、本来ならばそのままに
して、次の内容に進むべきであった。まさに、
この表を使って理解したほうが絶対によいから
である。
・繰り返しになるが、ここでも板書をずっとして
から説明があとに続く。せめて⽛生後⚕～⚖か
月⽜の部分だけで板書を終えて説明してもよい
のではないだろうか。また板書を消すタイミン
グもあまりに早すぎる（これも黒板の大きさが
関係あるのだろう）。そして二枚目の板書の⽛生
後 12～18 か月⽜までは、本来ならば⽛生後⚕～
⚖か月⽜から一連の内容としてまとめて生徒の
前に提示すべき内容となっているはずである。
・続いて⽛幼児食⽜となるが、最初から⽛幼児食
のイメージ⽜を聞くのは、やや難しいという感
じである。そのクラスとの人間関係がどれほど
できているかによるが、データがないなかで（自
分の知っていることだけで）、イメージを聞い
ても、なかなか答えが出にくいのではないか。
あなたの答えも⽛大人の食事と少し似ている⽜
だったので、私も拍子抜けした。ただし、この
感覚は古い人間のものであるので、もしかする
と今の生徒は、⽛イメージ⽜といえば、どんどん
答えてくれるのかもしれない。
・これまた別なことになるが、⽛すべてを板書し
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てから内容を説明する⽜というやり方について
である。ちなみに時間を計ると、36 分 28 秒に
書き始めて 39 分 21 秒まで書いていた。約⚓分
間書き続けている。そのうえで、すぐに説明を
していたが、生徒はまだ書き終えていないので
はないか。内容面でいうと、幼児食においては、
⽛自分で楽しんで食べる⽜がキーワードのよう
なので、黒板に⽛楽しさ⽜と色をつけて（○を
つけて）、書いてもよかったのではないか。
・最後の⽛間食⽜の部分になると、だいぶ疲れて
きたようで、さらに声が小さくなる。また、板
書も書けば書くほど、左にどんどんさがってき
ている。注意したい。
・最後の⽛まとめ⽜はいただけない。なにを学ん
だのかみえてこない。あなたは⽛乳幼児の発達
段階に応じた食生活を学習できました⽜と言っ
ていたが、その中身がみえてこない。⚑から⚔
にわけた内容を振り返り、さらに一言でいうと
乳幼児期の食事で最も一番大切なことは何か、
を説明しなければならない。そのような答えが
ないということは、⽛本時の課題⽜がぼやけてい
たことと関係がある。たとえば⽛乳幼児期の食
生活で一番大切なものは何か⽜という疑問形の
⽛本時の課題⽜であったとしたら、その答えが、
最後の⽛まとめ⽜にくるであろう。また⽛保護
者がどのような対応をすればよいか⽜であれば、
その答えが⽛まとめ⽜にくるであろう。このよ
うに課題が少し違っても、授業でやる内容はそ
れほど違わないことにも目をむけてほしい。授
業で学ぶことが基礎、データになって、⽛本時の
課題⽜が解決されるのである。
Sからは当日にリプライがあった。それをまとめて
掲げる。
色々と私自身も気づく点が多く、助かりました。
保育の単元は、おそらく他の実習生にはない、自
分自身の体験が、生徒の良い学習になるとは思っ
ていたのですが、実体験はほとんど話すことがで
きませんでした。確かに特に母乳や粉ミルクの話
は、自分の体験談を話しても良かったなと思いま
した。私は生後⚑ヶ月以降母乳のみで育てていた
ので、切り替わるまでの苦労であったり、母乳を
あげていると本当にお腹がすいて、⚑日に⚕食く
らい食べていたことや、そのことで、本当に自分
の身体から作られているのだと実感したことを覚
えています。粉ミルクも、最初だけ使っていまし
たが、確かに毎回の消毒、お湯の温度、色々気を
遣いました。粉ミルクといえば、缶の粉末とばか
り考えていましたが、産後、タブレット状のもの
があることを知り、感心したことも記憶にありま
す。
板書については、O 先生のおっしゃる通りで
す。もう少し板書の練習は必要だなと思っていま
す。次回の模擬授業撮影の時は、他にいい方法が
ないか考えてみます。
それから、肝心のまとめがしっかりできていな
いのも、一番の反省点です。生徒自身が理解でき
ているかという動きも確かに見えておらず、一方
通行の授業で終わってしまった感じでした。次回
に改善します。
結構予想以上に板書に時間を取られたという感
想を私自身は持ったので、もう少し板書は要点に
まとめて、他のところに時間を使えるようにした
いと思います。
⑶ 住生活に関する模擬授業
その後、⚔度、指導案と動画が送られてきた。2016
年⚓月の⽛被服の組成表示⽜、11 月の⽛職業生活を設計
する⽜と⽛安全で快適な住生活⽜、そして 2017 年⚓月
の⽛誰と食べる？ どう食べる？⽜である。その間に
Sは、板書の練習のためにベニヤ版に黒板塗料を塗っ
た自家製の黒板を作成して、自宅で練習を何度も行っ
たそうである。また⚓月 26 日には⽛子どもの育つ力
を考える⽜の模擬授業を筆者の前で行った。
それらの過程で、ある程度、指導案もしっかりと書
けるようになり、模擬授業も堂々としてきた。そこで、
ここでは⚓番目（総計で⚔番目）の⽛安全で快適な住
生活⽜についての指導案と模擬授業についてみてみる。
それが資料⚒である。
これに対して筆者は、次のようなコメントを送った。
指導案
・⚕の単元目標は、動詞一つごとに、文を区切る。
私なら、⽛・住生活の～～、科学的に理解する⽜
と⽛・住空間～～の課題を見出す⽜⽛・主体的な
～身につけている⽜の⚓つに分ける。
・⚘の③は、評価（の観点と方法）とありながら、
観点のみしか記されていない。たとえばふたつ
めの⽛災害の内容を理解する⽜について、理解
できたかをどうやって判断するのかということ
が、（方法）である。たとえば（机間巡視）とい
う方法で、という風に。
・また、これと関連して、単元の各時間のおける
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遠距離にいる教育実習生への事前事後指導の実際
資料⚒ ⚔度目の指導案
第○学年家庭科学習指導案
（⽛指導者 指導担当教員 ⚑．日時 ⚒．学年・組 ⚓．場所⽜については、資料⚑と同じであるので省略する…筆者注）
⚔．単元名 住生活をつくる
⚕．単元の目標
住生活の科学と文化に関心をもち、住居の機能や住環境などについて科学的に理解し、住空間の計画と住環境などの課題を見い
だし、主体的な住生活を営むために必要な知識と技術を身につける。
⚖．単元について
①教材観
住居がある暮らしというのは生活の基本であり、災害等により今まで当たり前と考えていた住居内での暮らしが困難になる場合
がある。住居の中で寝る、食べる、学習するなど様々な人にとって必要な生活行為をしている。また、それらに適した場所が住居の
中には設けられており、家の中の居心地のよさにもつながっているということを理解する。また、平面図を読み取り、住居に関係す
る災害や事故を理解し、カビや結露、シックハウスなど現代住宅の問題点や今後求められる住環境を理解したうえで、今後生徒自身
が生涯よりよい住まいを選択し、自分の力で工夫し改善していける力を養うことをねらいとする。
②生徒観
生徒それぞれの現在生活している住居は一緒に住んでいる人数や、戸建や集合住宅など皆様々な違いがある。戸建と集合住宅だ
けで比較しても様々な違いがあるが、それぞれのメリットやデメリット、建物だけでなく周りの住環境にも目をむけ、今、生徒自身
が家族と住居を巣立ったときに、建物の構造や間取りだけでなく、周りの住環境や災害への備え、ライフステージに合わせたよりよ
い住まいを計画、選択、実行していけるようにする。
③指導観
第一次では、住居の機能とは何か考え、住居の中での生活行為にふさわしい住空間を適切に選択し、住居は生活していく中で必要
不可欠であると改めて考えさせる。また、間取りの歴史的な変遷から、畳から洋間や卓座に床座からテーブルに椅子といったよう
な生活様式の変化を理解し、平面図から空間や生活を読み取れるようにさせる。
第二次では、自然災害と人為災害による住居への影響と、住居内の事故について理解し、日頃からそれらを防ぐためにできること
を考えさせる。特に近年自然災害については災害の規模が肥大化しており、日頃から少しでも備えておくことが大切である。健康
で快適な住生活を営むために必要な条件をみたすために住居を適切に選択し、工夫や改善していけるようにさせる。
第三次では、住居を長持ちさせて使い続けることができ、持続可能性を高めていける方法を理解し、シェアハウスなど、住まい方
も時代とともに変化していることをふまえながら、現代の暮らしやすい住環境とは、第二次でも学習した安全性、保健性だけでな
く、利便性、快適性、持続可能性が整っていることであり、住民と行政がともにまちづくりを進めていくことがより良い暮らしにつ
ながることを理解させ、将来自立して新たな住まいで暮らしていくときに、生徒自身にとって居心地のよい住まいを選択し、工夫し
ていけるような力を身につけさせる。
⚗．指導計画（全⚗時間）
第一次 住生活について考える・・・⚒時間
第二次 住生活の計画と選択・・・⚓時間
・安全で快適な住生活・・・⚑時間（本時）
・健康な住生活・・・⚑時間
・誰もが住みやすい住まい・・・⚑時間
第三次 これからの住生活・・・⚒時間
⚘．本時の目標
①本時の目標
・安全で快適な住まい方や住環境について考えようとしている。（関心・意欲・態度）
・住居内外で起きる災害の内容を理解する。（知識・理解）
・安全に配慮した室内整備や住環境について情報を整理し、検討することができる。（知識・理解）
・安全に配慮した住環境の課題を認識し、その知識を身につけている。（思考力・判断力）
②本時の展開 ○主なる指示・発問 ■評価
区分 学習活動と内容
（予想される児童の反応）
指導上の留意点・支援・評価
（教師の活動）
準備物・資
料等
導
入
⚓
分
⚑．前時の学習の復習と本時の学習内容
・平面図と住居計画についての復習。
○⽛前回は平面図を読みとることでどんな生活ができ
るかと、ライフステージに合わせた住居の選択に
ついて学習しました。⽜
安全で快適な住生活を送ろう
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展
開
44分
⚒．自然災害と人為災害を考えよう
＊安全で快適な住生活のイメージを考える。
＊自然災害と人為災害に当てはまるものを知る。
・自然災害（地震、津波、洪水、豪雨、雪崩など）
・人為災害（ガス爆発、騒音公害、火災など）
＊二次災害として考えられるものを知る。
・交通網の切断、火災など
＊火災の原因や出火場所などを考え発表する。
・放火が最も多く、次いでタバコ、コンロが三大出火
原因である。
＊災害に対して備えられることを考え発表する。
・住居を耐震、耐風、耐火構造にする、家具を固定す
る、非常持出袋の用意、避難場所の確認
・戸締り強化、二重施錠、地域のコミュニケーション
を密にする。
⚓．住居内の事故
＊住居内のどこでどんな事故が発生しやすいか考え
発表する。
・乳幼児や高齢者の事故が多い。
・特に浴室での溺水や階段などでの転倒、火災が多
い。
・住居内の事故を防ぐためにできることを考え発表
する。
○⽛今日は安全で快適な住生活について学習します。⽜
○⽛安全で快適な住生活ってどんなイメージですか。⽜
○⽛災害には、自然災害と人為災害に大別されます。⽜
○⽛その自然災害と人為災害からさらに災害が起こる
ことを二次災害といいます。⽜
■災害について考えようとしているか
【関】〈評価方法〉観察、ワークシート
○⽛住居の災害の中で最も多い火災について考えてい
きましょう。⽜
■火災の原因や出火場所はどこが多いか考えている
か。【思】〈評価方法〉発表
○⽛災害に対して備えられることにはどんなことがあ
るか考えましょう。⽜
■災害を防ぐため、災害が起きた後極力早く復興で
きるために日頃どうしていったら良いか考えてい
るか。【思】〈評価方法〉発表
○⽛住居内の事故について考えていきましょう。プリ
ントの家の鳥瞰図から家の中の危険な箇所や問題
点を見つけ出し○をつけて、なぜ危険だと考える
のか理由も書いてください。⽜
■住居内でどのような事故が発生しやすく、どうし
たら防ぐことができるか考え、実践しようとして
いるか。
【思】〈評価方法〉発表
ワークシート
ま
と
め
⚓
分
⚔．まとめ
・災害は防止、事後のために備えておくことが必要
であり、住居内の事故も様々な対策で防ぐことが
可能であることを理解する。
・次時の連絡を聞く。
○⽛安全で快適な住生活のためには、住居の構造から
考えたり、日頃の暮らしの中で備えておいたり、整
理整頓で防いだり、地域の方とのコニュニケーショ
ンを図っておくことで防げるとわかりました。⽜
○⽛次の時間は、誰もが住みやすい住まいについて考
えていきましょう。⽜
③評価（の観点と方法）
・安全で快適な住まい方や住環境について考えようとしているか。
・住居内外で起きる災害の内容を理解できたか。
・安全に配慮した住まいのために室内と住環境で改善できる点を見つけることができたか。
④板書計画
安全で快適な住生活を送ろう
安全で快適な住まいのイメージ
・地震に強い
・防犯設備がある
・家中があたたかい
・家の中がきれい
⚑災害と住まい
火災警報器
札幌市は平成 20 年⚖月⚑日から設置の義務化
天上か壁面に取り付ける。
自然災害や人為災害に向けてどのような⽛備え⽜が必要か考え
よう！
住居を耐震構造にする
家具を固定する
非常持ち出し袋の用意
避難場所の確認
戸締り強化、二重施錠、地域のコミュニケーションを密にする
⚒家庭内の事故
火事
ストーブが倒れそう
おぼれる
積み木につまずく
転びそう
火事になった時に逃げ遅れそう
転落
戸に指をはさまれる
災
害
災害の種類 具体例
自然災害 地震、津波、洪水、豪雨、雪崩など
人為災害 火災、ガス爆発、騒音など
住居の人為災害 火災、空き巣、強盗など
⚔つの観点ごとの評価基準の練習もしたほうが
よいのではないか。→すでに資料をわたしてい
ると思いますが、わからなければ言ってくださ
い。
・⚘の②の本時の展開。あなたの書き方があるか
もしれないが、文で書いたり、体言止めをした
り、自分で何かきめていることはあるのか。私
は原則として文で書くことをすすめている。も
しくは⽛⚑ 前時の～⽜⽛⚒ 自然災害～⽜とい
う数字がある部分だけは文で記し、それ以外は
体言止め、といった形にしてはどうか。
・また、⽛⚒⽜といった数字、⽛※⽜⽛・⽜の使い分
けもわからない。⚑と⚔では⽛・⽜となり、⽛⚒⽜
⽛⚓⽜では、⽛※⽜があり⽛・⽜があったりなかっ
たりとなっている。
授業
・全体として大事だと思ったのは、いかに生徒に
自分の家の状況や災害にあったときのイメージ
を膨らませるかということ。そのために、前時
にしっかりと⽛来週は、自分の家のことをやる
から、しっかり観察してきてね。⽜などを述べた
方がよい。その点で、授業の途中で、あなたの
体験である⽛断水⽜のことを話したのは非常に
よいと思う。
・板書量はやや多いかな？ という感じだが、○
○高校であれば大丈夫だろうか。色が白だけと
いうのはおかしいので、黄色・赤色なども使お
う。
・プリントはしっかりとつくられていると思う
が、最初の⽛イメージを書いてみよう⽜と下の
⽛必要か考えてみよう⽜の欄が小さすぎるので
はないか。自分やグループの考えを書くだけで
はなく、あなたが板書したことも書くとすれば、
それはとても書けない。少なくとも私には書け
なかった。
・定規を使って線をひいていたが、実際にはその
ようなことはほとんどできないはず（もっと表
が大きくなる）。数学の先生に三角定規の教具
をお借りするか、自分でまっすぐに引く練習を
する。
・授業時間は、録画時間は 35 分程であった。実
際の授業は生徒に考えさせる時間などがあるの
で、これぐらいの内容で十分であると思う。
・安全で快適な住生活のイメージの学生の意見を
板書する際、⽛家じゅうがあたたかい⽜と記して
いた。家全体という意味であれば⽛中⽜という
漢字となるので、ひらがなの場合は、⽛ぢゅう⽜
となるのではないか。ちがうか？
・安全で快適な住生活のイメージを聞いた後で、
その反対のこと、例えば⽛地震に強い←→弱い⽜
ということを続いて聞いたのは、次の内容のつ
なぎであろうと思われる。それはそれでよいと
思うが、板書計画にそれは示されていないし、
指導案にもない。どういうわけか？
・また、このイメージの部分は番号がなく、次の
分から⽛⚑ 災害と住まい⽜として番号がつい
ている。イメージは大した内容ではないという
意味か。せめて⽛⚐ ～～のイメージ⽜とすべ
きではないか。
・自然災害と人為災害の表で、人為災害と住居の
人為災害の間の線と、自然災害と人為災害の間
の線が一緒であることはおかしい。住居の人為
災害は人為災害の一部であるから、例えば点線
などにした方がよい。
・この表のあとに、模造紙でつくった星形の紙を
貼ったのはグッド。使い方がうまい。
・指導案との関連で、この部分で⽛火災の原因や
……考えているか⽜のあと、評価方法として⽛観
察⽜とあるが、少なくともそのようなことをし
ていたとは見えなかった。実際には机間指導な
どをすること。
・火災について、模造紙をあとから貼ったのはど
ういう意味か。生徒自身に考えさせて予想させ
るのか、それとも、この表をみて生徒に確認さ
せるのか、どちらだろうか。もし前者であるの
ならそれでもよいが、後者のような作業（すな
わち、表やグラフのよみとり）は、ぜひとも授
業にとりいれてほしい。今気付いたが、配布プ
リントにこの表が記されているのだから、あと
から貼ったのは、あなたが忘れていたからであ
ろう。なお、この表の出典などを記した方がよ
い。また、あなたは教科書や資料集などは使わ
ないで授業をしようと考えているのだろうか。
教科書の本文を読む必要はないと思うが、表や
グラフはどんどん使おう。
・火災報知器の説明の後、ここまでの部分の小ま
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⑤準備物
教師： ワークシート
とめを行ったうえで、次の⽛支援災害や～～必
要か考えよう⽜につなげているのはグッド。こ
のようにところどころで小まとめをするのか非
常に有効的である。また、あなたは指示や説明
を一度しか言わないが、高校生であっても同じ
内容を、すこし言葉をかえて二度説明すること
は大事である。とくに、生徒に何かをさせると
きは、そうしないと⽛何をすればよいかわから
ない⽜という状況を生み出しかねない。
・プリント一枚目の最後の部分の⽛自然災害や…
どのような⽛備え⽜が必要か⽜の⽛か⽜が、板
書されていなかった。
・指導案での⽛⚒ 自然災害と人為災害⽜の最後
から⽛⚓ 住居内の事故⽜への展開が、唐突で
あると感じた。少し工夫が必要だと思う。
・指導案での⽛⚓ 住居内の事故⽜の最初の部分、
プリント⚒枚目の最初の部分は、授業でやった
か。板書をしたか。
・続いての内容である⽛鳥瞰図から、家の危険な
箇所をみつけ…⽜の作業は、まったくこの図の
説明なしに行うのか。
・また⽛鳥瞰図⽜という言葉自体の説明はいらな
いか。
・さらに、プリントの指示（○をつけてみよう）
と指導案の指示（○をつけて、なぜ危険～理由
も書いてください）が違うのはなぜか。
・同様に、あなた自身の板書も、理由があったり
なかったりするのはなぜか。
・そのうえで、時間の関係か、事故に関するまと
めが十分でなかったような気がするが、どう考
えるか。
・最後にまとめをしっかりとしていたのはよい
が、私なら、プリントの最後に、そのまとめを
書く欄をもうけ、生徒に書かせる。何度も述べ
ていると思うが、授業はわからなかったこと
（＝未知）をわかっていく（＝既知になっていく）
過程である。この授業でいえば、目標が⽛安全
で快適な住生活とはなにか⽜というものであり、
その答えが、授業の最後に来るのが正しい。そ
れを生徒に書かせるのはあたりまえである（生
徒も復習がしやすいはず）。
⚓．教育実習の実際と事後指導
⑴ 実習中の日誌の書き方に関する指導
S は⚔月 30 日に札幌に戻り、⚕月⚑日に実習校訪
問に行っていただく大学の I 先生にもお会いすること
ができ、さらに教育実習で使用する⽛赤ちゃん人形⽜
も借りることができた。この赤ちゃん人形は、実習校
に一体、自作のものが一体あり、あわせて三体で教育
実習での授業に利用した。⚑クラス 40 人の授業では、
一体ではとても足りず、三体あって非常に重宝したそ
うである。
教育実習は⚕月⚘日にはじまった。前日には日誌の
書き方（①表紙の学籍番号について、②⽛実習校の現
況⽜を何日現在にすればよいのか）についての質問が
筆者にあり、①科目等履修生の番号である、②⽛現況⽜
を書いた日付であり、普通は実習初日になる、と答え
た。さらに実習中の⚕月 14 日には以下のような質問
がきた。
先週分（⚕月⚘日～12 日のこと…筆者注）は授
業実習の記録、本時の指導計画を書いてしまった
のですが、来週分について、枚数が足りなくなり
ます。そこで、足りないのが⚔時間分くらいで、
例えばなのですが、同一の日に同じ指導案の授業
の場合、本時の指導計画を書き換える作業がなけ
れば、授業実習の記録部分のみをコピーして、同
一の日、同一指導案の上に糊付けするような形で
貼るのはおかしいでしょうか。日時順で書いてい
くと、間に違う指導案のものが入ってきたりしま
すが、形式として、日時順ではないといけないの
であれば、⚔時間分ほどを後ろにまとめて貼るし
かないのかなと思っています。
どちらの形式が良いのかがわかりません。また
教えて下さい。
筆者は翌日に次のようなメールを送った。
同一内容の指導案の場合、左側の一番下に⽛同
一の……⽜という部分があり、本時の展開の部分
などは省略して、⽛感想や指導を受けた内容⽜だけ
を重ねて貼るようになっています（私が作成した
⽛日誌の使い方⽜のプリントにあります）。
ただし、もういろいろと考えて⚑週間分過ぎた
のですから、あなたが考えた二つのやり方のうち、
どちらでもよいと思う方を採用してください。そ
の際には、実習担当の先生の許可（というよりも
説明）をもらってください。
筆者のメールにあるように、⽛日誌の使い方⽜という
プリントを送っているのだが、それを十分に理解して
いなかった模様である。通常の実習生の場合には、プ
リントを読み上げ、さらに説明する部分であり、遠距
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離にいる故の指導の難しさがでている。
⑵ 教育実習の概要
⚕月⚘日から⚒週間の実習については、本論が中心
眼目としている事前事後指導とは別のことであるの
で、概観する程度とする。まず、指導教諭は家庭科教
諭である K 先生とⅠ年⚗組のクラス担任である S 先
生（国語）の⚒人であった。表⚒は、⚒週間の実習の
大要が記されている。初日にオリエンテーションが⚔
時間あった。校長講話、教務部長講話、教育相談部長
講話、そして進路指導部長ならびに生徒指導部長講話
である。⚒日目から早速授業実習がはじまった。総計
18 時間であり、その内訳は⚓年生⚒クラスに対しての
調理実習（⚒時間扱い）が⚔時間、⚑年生⚔クラスに
対しての保育領域⽛子どもとともに育つ⽜（⚔時間扱い）
が 14 時間であった。⚒週間実習であるので、授業実
習が早くから始まっており、その分、観察実習は 11 時
間と少ない。水曜日⚗時間目には LHR が行われてお
り、10 日には全校対象の交通安全講話を、17 日には担
当クラスである⚑年⚗組の⽛⚒年からの進路選択につ
いて⽜を観察している点も興味深い。
授業実習で指導教諭の K 先生から繰り返し指導さ
れている点は、日誌によれば調理実習関連で⚒点であ
る。それは、①教師側の下準備が非常に大切である、
体力勝負であるともいえる、②生徒の自主性を尊重し
つつ、安全面には最大限気を配ること、が中心であっ
た。
②に関して言えば、⽛○分までには、焼き始めよう⽜
といった指示はしっかりとすることも指導されてい
る。保育領域はいわゆる座学であり、方法面でいくつ
かの指導を受けている。すなわち、①大きな声での指
導が大切で、特に語尾が消えてなくなりそうである、
②生徒の意見は復唱してみんなに共有化させる、また
意見にはフォローが大切である、③挙手などをさせる
場合はあらかじめ選択肢をしっかりときめておき、締
めの言葉を準備しておく、④すべてのプリントを最初
に配布するのではなく、内容を判断してタイミング良
く少しずつ配布する、⑤プリントは、⽛なぜ⽜が分かる
内容が含んでいると生徒が興味をもつ、といったもの
である。内容面については、説明が難しいので省略す
るが、一つだけあげれば⽛体と心の発達に対して。こ
うだったよ、という経験を話すことを盛り込むと、よ
り発展した授業となる⽜といった指導を受けている。
⽛大きな声での指導⽜については、事前指導での動画
および目の前での模擬授業でも気になっていた部分で
あり、事前指導をより丁寧にやるべきであったと思わ
れる。
研究授業は、最終日前日の⚒時間目に担当クラスで
ある⚑年⚗組に対して⽛子どもとともに育つ⽜の⚔時
間目の授業である⽛子どもの育つ環境⽜を行った。本
人は次のように反省をしている。
・グループワークの発表の時、生徒が話してくれ
たことの中で、もう少し要点だけ言わせればよ
かった。
・途中で自分自身に焦りが出てきて、結果として
時間が余ってしまい、良い終わらせ方（まとめ
方）ができなかった。結論のところがぼやけて
しまった気がする。
・次につなげる発展させる授業を考えることは本
当に難しい。⚑時間の授業の中でも小節ごとに
区切るのではなく、必ずつなげる作業を行う、
そういう部分が抜けていた。
・HR クラスだったので、生徒の方が一生懸命、
私自身を助けようとたくさん発言してもらっ
た。生徒に助けられて成立した授業だったと思
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表 2 S の教育実習の概要
日にち 学校行事 実習の内容
⚕月⚘日 オリエンテーション（⚔時間）・観察実習（⚑時間 家庭）
⚕月⚙日 観察実習（⚒時間 家庭・国語）・授業実習（⚑時間 調理）
⚕月 10 日 観察実習（⚑時間 LHR）・授業実習（⚔時間 調理⚑ 保育⚓）
⚕月 11 日 観察実習（⚒時間 生物・情報）・授業実習（⚒時間 保育⚒）
⚕月 12 日 観察実習（⚑時間 国語）・授業実習（⚒時間 保育⚒）
⚕月 13 日 休日
⚕月 14 日 休日
⚕月 15 日 開校記念日
⚕月 16 日 観察実習（⚑時間 生物）・授業実習（⚒時間 調理 保育）
⚕月 17 日 観察実習（⚒時間 数学・LHR）・授業実習（⚔時間 保育⚓ 調理）
⚕月 18 日 授業実習（⚑時間 保育）・研究授業（保育）
⚕月 19 日 観察実習（⚒時間 国語・日本史）・授業実習（⚒時間 保育⚒）
総計 オリ⚔時間・観察 11 時間・授業実習 18 時間（研究授業を含む）
う。
これに対して、参観してくだった指導教諭らは、次
のような指摘をされていたようである。まず、良い点
である。
・声はよくでていた。
・授業を見るたびに声も大きくなり、板書もよく
見えていた。
・自分が親になったときまで、関心を広げること
ができたように思う。
研究授業を参観した大学の I 先生も⽛しっかりと落
ち着いて授業をされていた。⽜と述べており、さらに⽛グ
ループワークなど、生徒が授業に参加できる、興味深
い授業であった⽜とお話しされた脚注4)。
一方で、以下のような課題も示された模様である。
・生徒の発表は、大事なところだけをかいつまん
で、最後にまとめて、こんなところが良かった
という形が望ましいのでないか。
・話の内容が分断されてしまっている。次の時間
につなげられるように、話を肉付けする終わり
方が望ましい。
・自分の経験も織り混ぜながら、生徒になるほど
と考えさせ、このクラスではこうすると、それ
ぞれのクラスの様子で授業のやり方を変えても
よい。
・発表の時に、聞いてはいるがボーとしている生
徒がいた。その間に何かできないか。大きな紙
を貼りだす実物投影機を使うなど、まだまだ
色々な工夫ができそうな授業だった。
・グループワークの発表中、手が空いてしまうの
で、メモができる何かが別にあればよかった。
・板書の時に、書いて－見て－言って…、の⽛見
て⽜の時に生徒に目線を向ける工夫がほしい。
・発表に順位づけがあれば、総評がしやすくなっ
たのではと思った。
・遊びに関してなので、今でも遊ぶものとして、
逆にたどることもできたらよかった。大人の遊
びにも共通するものがあると、さらにイメージ
がしやすい。
・さらなるステップアップとして、どう個性をだ
していくかが、今後の課題である。
・導入で、砂遊びを心の発達に分けてしまったが、
体（指先を使い）の発達も含まれるのではない
か。
研究授業の翌日、教育実習は終了した。保育領域の
家庭科の授業を二度行い、さらに国語と日本史の観察
実習を行っている。Sは教育実習日誌に次のような反
省を記している。
今日で最後の実習でした。有終の美とはいか
ず、後悔ばかりが浮かんできます。⽛もっとこう
できたのに、もっとこんなふうに上手にできたら、
考えられたら⽜、そう思うことばかりです。また、
器用にできない自分自身も悔しい気持ちでいっぱ
いです。この悔しさをバネに、どうしてもあきら
めることができなかった教員という仕事にたどり
着けるよう、またここからスタートで精進してい
きたいです。
指導教諭のお二人の先生は、次のようなコメントを
記している。
（HR指導教諭）
⚒週間の教育実習、本当にお疲れ様でした。た
だでさえ短い日程であるのに、開校記念日や進路
探求セミナーなどのために生徒と触れ合う時間が
減ってしまい、残念であったかな、と思います。
そのような事情もあり、HRには⚒日目から入っ
ていただいき、初めはいきなりで慣れないことに
お悩みの様子でしたが、最後には連絡事項を正確
に伝える姿に安心しました。今回の実習の経験を
生かしてご活躍されることを願っております。
（教科指導教諭）
あっという間の⚒週間でしたが、S先生には早
期からの授業デビューで大変だった事と思います
が、なかなか大きな声を出しにくい S先生にはこ
れで良かったかな、と思います。家庭科は、内容
の半分が実習で、という目標があります。広い実
習室ではきちんと指示しなければ何の事故がおこ
るかわかりません。数をこなしていくと、そのあ
たりもわかるようになります。今後の活躍を期待
しております。お疲れ様でした。
⑶ 事後指導
さらに Sは、実習終了の翌日（⚕月 20 日）に次のよ
うなメールを筆者に送ってきた。
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⚔）2017 年⚕月 25 日に I 先生より、筆者が聞き取りした。
昨日で無事教育実習が終わりました。日誌も昨
日のうちに何とか書き終え、提出してきました。
あとは、戻ってすぐにお礼状を書くことですよ
ね。お礼状のことは、実習の何かに書いてありま
すか。ちょっと見当たらなかったので確認したい
のですが、⽛校長・副校長・教頭・教科指導教諭（教
科主任）・学級指導教諭・教務部長・担当学級の生
徒皆さん⽜に送付で良いでしょうか。確か⚑週間
以内に送付で良いのですよね。
それから、教育実習の成績評価のところを見て
いると教育実習Ⅰでテーマを決めた⽛教育実習課
題レポート⽜で 30％を評価すると書いてあったの
ですが、私自身今回の実習に向けて書いていない
のですが、大丈夫なのでしょうか。
研究授業は、お忙しい中、I 先生にもお越しい
ただいて、藤卒業の M 先生も見に来て下さいま
した。他、校長先生や教務部長の先生なども見に
来てくださり、良かったよという声をたくさん頂
戴し、本当にホッとしました。これも先生が⚑年
以上に渡って指導してくださったおかげです。本
当にありがとうございました。
戻ってから、今度は免許の更新講習を受ける手
続きが待っています。まだ道のりは長そうです
が、何とか頑張っていきたいと思います。本当に
ありがとうございました。
事後の⽛お礼状の作成⽜と⽛実習課題レポートの作
成⽜についての質問が含まれている。
筆者はまず、お礼状について以下のようなメールを
した。その後 Sは⚓通のお礼状を送った模様である。
さて、お礼状のことですが、渡した資料には同
封されていなかったようですね。送るのは、①校
長、②教科指導教諭（教科主任）、③学級指導教諭
（→この中に、⽛担当学級の生徒の皆さん⽜の手紙
を入れる）の⚓通です。すべて学校宛に、封筒を
別にして出します。
①は実質的には学校宛と考えて下さい。②と③
に書いたことをまとめて記し、最後にたとえば⽛実
習中にお世話になった教育実習担当の○○先生
（→教頭の場合もあるし、総務など、その担当の方
がいる場合もある）にもよろしくお伝え下さい⽜
などと書きます。
②は、まさに授業のことなどを中心に実習中に
考えたことを記します。また③は、SHRやクラス
の生徒との関係を含めて記します。③に⽛○年○
組のみなさんへ⽜といった手紙を同封してもよい
です。まず②③を書いて、そのあとでまとめた形
で①を書くとよいのではないでしょうか。それ以
外に、あなたの場合、今回実習内諾でお世話になっ
た、高校時代の恩師の先生などにも書いてもよい
です。
また⽛実習課題レポート⽜については、29 日に Sに
次のようなメールを送った。
⽛教育実習Ⅲ⽜の成績は、実習課題レポートと実
習校の評価表、そして教育実習そのものの三者で
やりますが、レポートは書いてもらいます。⚙月
末までに、プリントアウトした形で（必要であれ
ば資料もあるので）私あてに送って下さい。字数
は 2000 字程度（資料などは含まず）で、タイトル
は実習で学んだこと一つについて、焦点をあてて
記して下さい。
なおここでいう⽛資料⽜とは指導案や副教材のこと
で、手書きのものも含まれる可能性があるので、添付
ファイルではなくプリントアウトしたものを郵送して
ほしい、とお願いしたのである。最終的に Sからは、
⚙月末までに郵送にてレポートが到着した。タイトル
は⽛保育単元における実践的・体験的な学習の意義と
課題⽜であった。また上記にある⽛実習校の評価表⽜
は⚖月には実習校より日誌とともに届き、成績は⚕段
階で、学習指導・生活指導・実習態度の総計⚖項目で、
SもしくはAであった。所見には⽛何事にもじっくり
と時間をかけて取り組む真摯な姿勢が見られた。自分
自身の性格を分析し、不得手なところを克服しようと
している様子が見られたので、今後の活躍にも期待で
きると思われる⽜と記されていた。
⚔．おわりに
以上、遠距離にいる実習生に対して教育実習の事前
事後指導をどのように行ったかを報告した。具体的な
Sへの指導は、メールのやりとりが 51 件、指導案の添
削が⚖件、録画送付にコメントを行ったものが⚕件、
目の前での模擬授業指導が⚑件であった。またそれ以
外に教務課との事務的なやりとりなどを郵送によって
行った。以下、事前事後指導に分けて、まとめと課題
を記す。
まず事前指導についてである。事前指導の内容は、
大きく分けて二つある。一つは実務的な内容であり、
もう一つは実践的な内容である。前者については、現
役学生に行う⽛教育実習Ⅰ a・b⽜で配布するプリント
69
遠距離にいる教育実習生への事前事後指導の実際
などをある程度郵送した。例えば⽛教育実習の流れ⽜
⽛実習日誌の書き方⽜⽛お礼状の書き方⽜などである。
それに関連してメールでも説明を付け加えた。卒業し
ても中学校免許を取得したいと考えているまじめな人
柄であり、筆者も学生自体の Sを知っていたので、こ
の点については大丈夫であろうと楽観視していた。し
かし、実際には、本論で見たように、細かい質問が多
く寄せられた。もちろん郵送ではなく、メールでのや
りとりであるからこそ、このような細かい質問もする
のであるが、やはり⽛プリントに書いてあるのだが…⽜
と歯がゆく思ったこともあった。
二つ目の実践的な内容については、目の前で模擬授
業をやってもらうことは遠距離にいるため不可能であ
るとしても、インターネットなどで動画を送ってもら
い、これについて筆者がみてコメントを送るという形
で、なんとかなると筆者は考えていた。
曲がりになりにも、ICT の活用といった感じであ
る。本論にあるように、最初の指導案からある程度の
レベルには達してり、形式的な指導案の書き方がわか
らずに指導教諭に注意される事態にはならないであろ
うと予想できた。実際の教育実習でそうだった模様で
ある。筆者自身としても、指導案および模擬授業を
しっかりと見て、丁寧なコメントを送ったつもりでは
ある。それについて、教育実習を終えて 10ヶ月、単位
を修得後の 2018 年⚓月の時点で、S 自身がどのよう
に評価したかを以下に掲げる。
大学を卒業して 10 年以上経ってしまっている
ので、ネットや本などで調べたり参考にしたりし
ても、本当にこの書き方で良いのだろうかと疑問
に思うことが多く、一からの学習だった。振り返
ると、O先生に見ていただくビデオは、スカイプ
などで、リアルタイムで見てもらうほうが良かっ
たなと思う。ビデオを送って、返事をもらってだ
と、どうしても自分の行動を忘れてしまっていて、
なんでこんな内容にしたのだろうという疑問ばか
りが残ってしまった。また、教科に関する指導が
もう少しあるとよかった。時間があれば、教科に
関して、もう一人くらい先生に見てもらえたらよ
り良い実習につながるように感じた。
また、大学での他の生徒の模擬授業が見られる
機会を設ける、可能であれば、実習前の講義に毎
回は無理だか、ここは参加しておくべきという講
義だけでも、現役大学生と一緒に受けることがで
きたら良かったなと思う。
ここには、メールでのやりとりやインターネットで
の模擬授業といった ICT の活用について、やや否定
的な言辞が多い（筆者がそれを要望したことも関係あ
ろう）。模擬授業について⽛リアルタイムで見てもら
う方が良かった⽜といった点である。自分の実践が過
去のことになってしまっていて、振り返りが十分にで
きなかったというのである。また、指導する内容につ
いても、筆者が教育学を専攻しており、教育方法につ
いては指導できても、家庭科という内容については十
分でないとして⽛教科に関する指導がもう少しあると
よかった⽜としている。
さらに、やはり個人的な指導についての疑義も出さ
れている。⽛実習前の講義に毎回は無理だが、ここは
参加しておくべきという講義だけでも、現役大学生と
一緒に受けることができたら良かった⽜というのであ
る。
以上の指摘から、実務的な指導はともかく、実際的
な指導については、ICTを活用するといっても、直接
会って指導をする大事さが明らかになった。それでも
遠距離での指導が必要な場合には、リアルタイムでの
指導や、より専門性の高い⽛仲間⽜との学習を少しで
も取り入れることが大事なのである。
続いて、事後指導についてである。事前指導でも述
べた実務的な指導について、やはり十分とは言えない
面もみえた。たとえば、⽛お礼状の書き方⽜や⽛実習課
題レポートの書き方⽜、そして今回の教育実習に関す
る成績について、実習が終わった後に質問が出てきて
いる。実習課題レポートの書き方について、通常の授
業では 90 分の時間を使って、テーマ設定の方法や過
去の例を示して説明をしている。Sの場合には、以前
に一度書いたこともあり、丁寧な指導をしなかったた
め、今回のような事態がおきた。また、通常の授業で
は、教育実習が修了後、⽛実習を終えて⽜という報告を
書かせて、みんなの前で発表させている。振り返りの
意味とその後に実習に行く学生に情報を与えるためで
ある。しかし、Sには発表させる機会がないため、報
告はさせなかった。
以上、いくつかの問題点を中心にまとめたが、筆者
としては、なんとか実習が耐えられるような事前指導
であったとは評価している。また事後指導について
も、今後教員になろうと考えている S にとって、レ
ポートを書くことには意味があったと思われる。S
は、今後、この経験をどう生かすかについて、以下の
ように記している。
実習に行くことができて、先ほども述べたが、
感謝の気持ちでいっぱいである。高校も大学も快
く受け入れてくださり、家族にも支えられて、高
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校も大学の先生も支えてくださった。一つとして
欠けていたら実習を受けることはできなかったで
あろう。
やっぱり目指そうかなと思いはじめてから、高
校の恩師に会うことができ、O先生とのやりとり
からも、様々な指導の可能性を私自身も体験でき
た。研究授業を今年度退職なさる I 先生に見てい
ただけたのも驚きのタイミングだったと思う。あ
と一年遅ければ、子どもも小学生なので、諦めて
いたような気がする。タイミングと周囲の人たち
の協力の賜物だったと思う。
今後については、もちろん教員を目指す。ただ、
講師でも良いとは思っている。この⚓年間、教員
免許取得のために時間を使ってきた。年齢的なこ
ともあるので、教員には早くに就けたら良いとは
考えてはいるが、正直なところできたらもう一人
家族を増やしたい。京都府の教員採用試験が 45
歳未満まで受験資格があるので、それまでにはな
んとか教壇に立っていることができたら良いなと
思っている。何より春から小学生の我が子が、私
が教員になることを楽しみにしてくれているの
で、実現できるよう頑張りたい。
曲がりなりにも単位が取得できて、今後の希望がみ
えた実習ではなかったと思われる。事前事後指導とと
もに、この実践報告についても色々と協力いただいた
Sに対してお礼を述べたい。そして、今後の発展を祈
念したいと思う。
引用・参考文献
⚑) 浦野弘他⽛事前・事後指導を含めた教育実習プロ
グラムの標準モデルの研究開発⽜⽝東京学芸大学
紀要⽞第⚑部門，教育科学，第 38 号，1～23 頁，
1987 年．
⚒) 三浦朋子⽛教育実習事前・事後指導のあり方に関
する一考察：実習前後における学生の認識変化分
析を通じて⽜⽝亜細亜大学課程教育研究紀要⽞第⚓
号，1～14 頁，2015 年．
⚓) 山岸知幸他⽛教育実習事前事後指導の指導⽜⽝香川
大学教育実践総合研究⽞第 32 号，101～109 頁，
2016 年．
⚔) 教育職員免許法の一部を改正する法律（平成元年
法律 89 号），1989 年．
⚕) 文部省，開隆堂，2000 年．
⚖) 国立教育政策研究所教育課程研究センター編，
2012 年．
⚗)⽝教育実習日誌⽞第⚓版第⚕刷，学術図書出版，
2016 年．
⚘)⽝教育実習の手引き⽞第⚖版第⚖刷，学術図書出版，
2016 年．
71
遠距離にいる教育実習生への事前事後指導の実際
A case of pre/post guidance for a student enrolling teaching practicum
in a remote location
Kazuto OYA
(Department of Arts and Science, Faculty of Humanities, Fuji Womenʼs University)
72
藤女子大学QOL研究所紀要：The Bulletin of Studies on QOL and Well-Being, Vol.14, No.1, Mar. 2019
